










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































?????? ?????? ???????????? ??????
　なお，日本の江戸末期から明治初期にあたる1866年～1869年にかけて刊
行された『英華字典』（W＝Lobscheld編）のastronomyの項鼠には「the
science　which　teaches　the　knowledge　of　the　celestial　bodies＆C，天
文，暦法」（引用に際して表音部は省略した。他も同じ）とあることを考える
と，〈天文学〉を表わすのに「天文」という語形を使うのは中国に起源がある
可能性を示唆するものではないかと思う。また，「天学」については明の時代
の宋期に李之藻の編集した「天学初函」という全53巻の学術叢書があり，こ
れは比較的初期のイエズス会士の漢文による著作を集めたものである。この
叢書名の「天学」とは天主教つまりカトリック教のことである。それから『大
漢和辞典』によれば清の時代に荻学会通』という天文学書が出ているので，
それらを考え合わせると「天学」という語も起源は中国にあるのかもしれな
い。次に「星学Jについては『大漢和辞典』によれば明の時代に『星学大成』
という全10巻の書物が出ているので，この語も中国に起源のある可能性が小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テンモンガクさくない。そして第2章1節で述べた通り，灘字類編』に「星掌」という
例があることから考えても「星学」は近世中国語からきた語であろうと思わ
れる。ところで『英華字刻のastrologyの項目には「星学，星気学，星家
学法，ト星吉凶之法，占星之理」とあるのを見ると「星学」は中国で星占い
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の術の意味で使われていたのを臼本で使うようになった可能性も考えてみな
ければならないと思う。もしそうだとすれば「星学Jという語形には，必ず
しも科学的とはいえない占星術・占星学または星占いというようなイメージ
がどこかに付いてまわったことであろう。　「星学」が日本でかなり長い間使
われて定着しかかったかに見えながら，「天文学」に押されて結局廃れてし
まった一因にそういう事情があるのかもしれない。そして「天文学Jは瑛
華字蝿に見つからず，駄漢和辞蝿には出典が全くあがっていない。この
語が中国起源であるか否かを判断するためには彪大な数の中国洋学書を調査
しなければならないが，それは現在の筆者の手に余る作業であるので，そこ
までは深入りしないことにする。「天文学」という語が日本で造語された可能
性を簡単には否定できないと思うのである。
注
l　il近世科学思想　下』帽本思想大系・63）の21ページにある「震軌の頭注には（春
　分点の黄道上の逆行現象（歳差）を，単純な周天運動と考えず，振蟷八度，周期千二百八
　十年の往復運動と解する場合の周期運動を指す。」という説明がある。
2　鮮学　下毒（日本思想大系・65）の12ページの頭注参照。
3　『洋学　上』（周上・64）の448ページの頭注参照。
4。5　注3乙こ「司じ0
6　本稿をなすにあたり荻文環纐のテキストとして使用したのは日本思想大系・63所
　収の本文である。その大系には巻之～しか収められていない。本稿の筆者は日本思想大系
　の底本である神宮文庫所蔵本（全8巻）の閲覧を神宮文庫当局に願い出たが，この書物は
　とくに指定された貴重な本であるとの理由で，閲覧が許可されなかった。なお，その際，
　『天文環統』といっしょに閲覧希望を申し出た書物は館内の閲覧室で閲覧することがで
　きた。ところで，顕本思想大系・63に収められた中山茂氏のヂ解説」（「渋川春海と天文
　慶統」）よれば，伊勢市の神宮文庫所蔵の『天文慶統」は著者・渋Jll春海の自筆本で，「春
　海自身のものと思われる訓点がほどこされている。」由である。さらに，同じ「解説」に
　よれぽ，内閣文庫にある15巻本のilyq文麹統郵ま渋川景倦の時代の写本と思われ，　F句読
　だけ施してあるが，それは神戸文庫本の訓点による読み方とは大いに異なる。3というこ
　とである。そして，「他に東京天文台や筆者の所蔵する写本も参考にしたが，これらはい
　ずれも神宮文庫本からの写本と思われ，誤写が多く冒につく。」と中山氏は述べている。
　そして，妖文慶纐の内容について，「本書の大部分が天文占を扱うものであり，近代科
　学的感覚からは迂遠なものである」ことを記し，「三文現綴全八巻をここに復刻するこ
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　とは，紙幅の都合上不可能なので，宇宙論と科学的部分を前半で述べ，後半から天文占に
　入る巻一のみに収録を限った。」と述べている。そういう制約のもとでは妥当な措置だと
　思われる。（以上，中山茂氏の「解説」からの引用は日本思想大系・63の471～472ペー
　ジにかけて書かれた部分から引いたものである。）
7　日本学士院日本科学史刊行会（編）ゼ明治前霞本天文学史』凸凹版｝の196～197ペー
　ジ参照。
8　注7の文献において，匿二儀略説』について説明したところを読むと，この書物は「天
　文，地理の学を略説したものである。しかし地理といっても，現今言う意味のそれではな
　く，自然現象の説明をいうのである。」と述べているのが参考になるであろう（144ペー
　ジによる）。
9　この引用文中，「医師宇伊留〔礼〕牟」と記したところは「礼」の文字を〔〕で囲ん
　である。これは臼本思想大系・65飯収の底本（無窮会所蔵本）の脱字「礼」を二本によっ
　て補ったものである（岡大系・65の「凡例」による）。
10　注2の文献の16ページの頭注参照。
11　注2の文献の51ページの頭注および同文献の中山同氏による「解題（志筑忠雄と隊
　力法言翻）を参照。
12　『暦象薪翻は「訳書」とはいっても原文を単に翻訳しただけではなく，志筑忠雄は
　自分の考えによって注釈を加え，あるいは枇評をし，また，他書によって補った部分もあ
　るという書物である（棚新前日本天文学鱒〔新訂版〕の194～195ページなどを参照）。
13　地動説を最初に紹介したわが国の人は本本良永である。それは彼の訳書郵天地二球用
　法』（1774年成立）においてである。しかし，この書物は写本としてごくわずかな部数し
　か世に幽なかったという。そして，地動説を最も広く紹介した人としては司馬四二があげ
　られる。江漢の著作は刊行されて広く読まれたため後世の人々にもかなり知られている。
　（以上のことがらは注7の文献の180～187ページおよび196～2G3ページによる。）しか
　し，この獺喰出謝のように地動説を中心とした回しい天文学についてわかりやすく述
　べた書物は，『天地二球用法野立の約5G年後においても必要な情勢であったことがわか
　るのである。
14　『乾坤弁説kの成立事情はだいたい次の通りであると思われる。すなわち，江戸幕府
　のキリスト教禁令（1639隼）が出たのち，それを犯して布教の目的で1643こ口筑前大島
　に上陸し，捕えられてただちに江戸に護送されたキリシタンのうちにイタリア人宣教
　師・ヂュセッペ＝キアラがいた。キアラはその際，天文書をもっていた。その天文書は，
　江芦のキリシタン奉行としてキアラの訊問にあたった井上筑後守政重の手に渡り，井上
　筑後守はそれを沢野忠庵に命じてfi本語に翻訳させた。それは翻訳とはいっても原文に
　すべて忠実というわけではなく，江戸時代の他の磨然科学などの訳書にしばしばみられ
　るように，訳者の考えも盛り込んだものである。なお，「沢野忠庵」はポルトガル人・ク
　リストハン・・フェレイラの日本名で，彼は1633年に逮捕され，拷問によって転宗して帰
　化し，宗門引付となった入物である。そして，忠庵は日本語に長じてはいたがB本の文字
　は書けないので，上に述べた翻訳文をW一マ字：で記したのである。さらにそれを長崎の
　通詞・西吉兵衛が長崎奉行の命令によって漠字仮名交じり文に改め，それにまた向井元升
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　が批評を加えて糀坤弁説』はできあがったのである。（以上の事清は『明治前沼本科学
　史総説・年表湛（日本学術振興会）の46～47ページおよび『明治前日本栗文学史調〔新訂
版〕の152～154ページなどを参照。）
15　ここに「二儀略説〔撮要〕」と記した理由は次の通りである。すなわち，監二儀略説灌
　の巻下の「地震ノ事」の後に述べてある部分は底本に標題がない由であるが，その内容は
　『工儀略諏の本文を簡略にした別記と考えられ，本文の続きではないので，日本思想大
　系・63所収本文の校注者は仮標題として，その部分をF二儀略説撮要」と名付けたので
　ある（同大系・63の14ページの頭注参照）。そして，本稿の筆者がそれを参考にした結
　果の処置である。すぐ後の引用例などについても同じ理宙による。
16　本文の両側に振り仮名をつけた例は明治時代の啓蒙書に多く，同一の藷の両側の振り
　仮名はそれぞれが役割り分担をしているわけである。そして，その役割りの内容は片側だ
　けの振り仮名の場合も原則的に同じである。すなわち，（縦書きを基準にしていえば）右
　側のそれは読み方を示し，左側のそれは意味を示す。掴語学研究事典劃明治書院）の「振
　り仮名」の項などを参照。
17　本文で次に引いた多くの辞典のうちには記述の形式の他と異なるものが2点ある。そ
　れら2点においては，見出し語astronomyの次にそれぞれ「the　science　Qf　heavenly
　bodies．」（英和双解掌典く5版〉　曙治20年）・「science　of　the　heavenly　bodies．」
　（罷英和大辞典　明治25年）と記してあるが，それら英語の記述は省略し，それらの次
　に記してある日本語の説明だけを示した。それから，上の瑛和双解字典』はく5版〉で
　あるが，〈初版〉はその2年前の明治18年に出ていることがわかっているけれども閲覧の
機会粥ていない．また冨族和辞典〈2版〉』（熔議，昭歴年）とr楽穫英和囎
　典〈増補新版〉叢（昭和ll年）のく初版〉についてもいずれも未見である。なお，本文に
　引いた『大英和辞典く2版〉遷（大倉書店，昭和7年）の記述のうち意味分類の虜と穆にそ
　れぞれ†印がついているのは，そのような使い方が廃れたことを示すものである（「凡例」
　による）。
18　陳京大学百年史（部局史　二）謹（東京大学出版会）の336～340ページ，384～391ペー
ジなどを参照。
19　掴語学研究事鱒の「蕪蕩英和字彙遍の項を参照。
20　『日本大辞書』はく初版〉の閲覧の機会がないため，〈改版本〉の覆刻版（昭和54年
　名著普及会刊行）によった。また，『言海遍もく初版本〉など若い版のものを閲覧する機
　会がないので〈41版〉によった。
21　第3章1飾の「astronomyについての説明～覧」の血膿を見ると明治5年の瑛和字：
　期には「天文学」とだけ書いてあって，その点でも憂事っているけれども，何よりも際
　立っているのは明治5年という時期の早さである。それは，この潮吹掌典』が「辞書作
　製上，革薪の火の手をあげたものJといわれる内容をもっていることと大いに関係がある
　と思われる（森岡健二〔編著葺近代語の成立羅塾耀』〔明治書院〕の61～65ページ参照）。
22　上の注21で述べた明治5年の瑛和字典』はastrelogyの説明においても特色が見え
　る。すなわち，そこに『星ヲ晃テ占フ徳○星学，ト星之法jと記してあるけれども，その
　うちの「星学」は筆者の調査した地の英和辞典においてはastronomyの説明には数多く
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見られるが（第3章1節の「astronomyについての説明一覧」を参照），　astrologyの説
明には瑛和字典麟のほかには全く見られないのである。こういう点においても，森岡健
二氏が上記の編著書（61～65ページ）で指摘した，『英華字：鯛の瑛和辞典』への影響
が表われているのであろう。
付　記
　本稿をなすにあたって使用した文献のうち明治時代とそれ以前のものについて，テキス
トとした大系の名や所蔵機関名などを記しておこう。本文や注に記したものを除けばそれ
らは次の通りである。すなわち，蟹乾坤弁説違は文明源流叢書・2所収，響二儀略説』は日本
思想大系・63所収，階懸秘割運和爾天説看ぜ和蘭通舶』は日本思想大系・64所収，
囎麺観躯謝は躰思想大系・65所収の本文である。また，単行本のう塊天掌新
説翫『洛氏天文学』・『普通天文学湛・il星学叢・置天文学一夕話』・『天文講講耀天界之現
馳粕然界の秘齢粕然界之応ms・纏星駅文学興最厭文講言SA・r労氏地質
学駈が地文学』『地質学教科書還・ll地文学簡易教科劃・『地学概論』・『地界の現象義は国立
国会図書館の所蔵本である。これら諸文献を閲覧させていただいた国会図書館に厚く御礼
を申し上げたい。そして上に記した単行本のほかはすべて国立国認研究所の所蔵本である。
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